
 

KRAS または RAS 遺伝子野生型の進行再発大腸がんを対象とした一次治療 

5-FU、オキサリプラチン、イリノテカン、レボホリナート (FOLFOXORI) お

よびパニツムマブ併用化学療法の第Ⅰ相試験(JACCRO CC-14)が
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JACCRO では Triplet chemotherapy (FOLFOXORI)をベースとした臨床試験を行っていま

す。JACCRO CC-11 では RAS 遺伝子変異型を対象とした FOLFOXORI + Bevacizumab

の第Ⅱ相試験を 62 例で評価を行い、奏効率 74.2% (CR 2 例、PR 44 例)、Disease 

conrol rate 96.8%を報告しました。今回の JACCRO CC-14 では RAS 遺伝子野生型を対

象とした FOLFOXORI + Panitumumab の第Ⅰ相試験を行い、推奨用量を報告すると共に 6

例中 4 例に PR が確認されています。JACCRO CC-11 ならびに JACCRO CC-14 におい

て Triplet chemotherapy (FOLFOXORI)の有害事象は十分に control されています。 

 

現在 JACCRO では JACCRO CC-13 として RAS 遺伝子野生型を対象とした、Triplet 

chemotherapy (FOLFOXORI) + Cetuximab の Triplet chemotherapy (FOLFOXORI) + 

Bevacizumab に対する優越性を primary endpoint を Deepnes of Response として

Randomized phase II study として行っています。該当症例がありましたら是非 JACCRO 

CC-13 に登録をお願い致します。 
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